
問合せ内容
『冷蔵仕様の軽車両を手配して貰いたい。』とメールにて問合せが入りました。

TEL ： ０８００－２００－７７９７

協和運送の対応：『ＮＥＶＥＲ ＳＡＹ ＮＯ』担当者：宮井 清孝
現在の運送会社に不信感があり、きっちりと対応してもらえる企業を探しているという
お問い合わせをいただき、すぐに訪問。
ご相談内容は、定期便（月・水・金・土・日）週5日の運行で11：00にバケットに入った
ケーキを各店（大阪市北区・西区・浪速区）に配送しながらバケットを回収して回る3時
間程の運行。
パートナー企業へすぐに依頼して、即対応してもらいました。

5月号は営業部 宮井が担当します。3カ月振りです。
日を追うごとに熱くなり衣替えのシーズン到来。営業としては、
嫌なシーズンになります。何が嫌かと申しますと、更年期に
突入したこともあり冷房が効いている電車の中で湿気が多い
と汗が滝のように流落ちる。その後体調を壊し易くなり鼻水
が止まらない私にとっては“バット・シーズン”なのです。
この5月で私も50才を迎えこれを50年繰り返してきたのか
と思えば“遠く迄来たなー”と少しブルーな気分になります。
最近では“未だ50才”“去れど50才”と心の中で呟いていま
す。…まだまだ若い世代には負けない“気力だけ”が心の支
えです。

感謝のお言葉！
多くを語る担当の方ではなかった為、『今後とも宜しく御願いします』と一言頂きまし
た。

協和運送株式会社
TEL：0800-200-7797
FAX：072-887-3301
info@kyowa-u.com

５月号

代表取締役 松本理智

みなさま、お世話になっております。協和運送の松本でご
ざいます。先月に続き、今月は『混載便』についてのご説明
をさせていただきます。弊社での取り扱いは中ロット混載で
す。中ロット混載とはチャーター便ほど、貨物量がなく
チャーター便では輸送コストが合わない場合にご提案をさ
せていただく配送便です。
しかしチャーター便とは違い配送についてのオプション（時
間指定等）や荷姿の問題などから混載が難しい場合もござ
います。また、配送エリアにより取扱いが出来ない場合もご
ざいます。メリットとしては、チャーター便の料金よりコストが
かからないこと。また、エリア等・貨物量により時間指定が
可能な場合もございますので、まずは弊社担当までお問い
合わせください。

■■■お客様問い合わせ記入欄■■■

ご返信はこちら⇒ FAX： 072-887-3301

お名前：

貴社名：

連絡先TEL：

□ 物流に関して相談したい！
□ いますぐ、お仕事をまかせたい！

相談ごと

発行：協和運送 株式会社
〒571-0022 大阪府門真市沖町32番

たくさんのお客様にご用命いただき、大変感謝しています。おかげさまで弊社は、2016
年、トラックを10台増車いたします。荷物の輸送を依頼したいというお客様がおられまし
たら、お問い合わせください。

宮井 清孝


